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〔結論7
1 )最大握力，半減期の様相より，重症筋無力症を， 最大握力 14kg 以下の症例A群(全身型)























し，乙れより易疲労性を判定した。薬物負荷テストとしてはアンチレックス (Edrophonium chloride) 
及びクラーレ1171Jを行ない，上記筋力測定を行なって類似疾患との鑑別を行なった。
〔結果1
1. m症筋無力症の全身型は最大握力 14kg 以下であり，握力半減期l は 50秒以下であるが，眼型で
は最大握力は 15kg 以上，握力半減期も 50秒以上であり，健常人と同じ範囲にある。 2. 重症筋無力
症忠者はクラーレに概めて敏感であるため，限型には 0.002mg/kg を，全身型には O.OOlmg/kg ( 
健常人のクラーレ最少作用発現量を 0.16mg/kg とした場合，前者はその1/80，後者はその1/160)
を 2 分毎に反応発現迄投与することにより，何ら呼吸困難等の危険なくクラーレ負荷テストを行なう
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事が出来た。 3. 重症筋無力症患者はアンチレックス負荷により筋力は20%以上の著明増強を示し，
クラーレ負荷により 20%以上筋力減退をみるが，類似神経筋疾患群にあっては，全く反応を示さない
か，又はこれ以下の反応であった。
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